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☆組織の概況（３月３１日現在） 組合員総数　4万8290人（３月の新加入者109人） 出資金総額　13億7398万0900円（１人平均　２万8453円）
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週
三
日
、
青
森
市
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。
朝
七
時
台

の
快
速
電
車
は
通
勤
客
が
ほ

と
ん
ど
で
、
大
半
の
人
は
眠

り
、
数
人
が
ス
マ
ホ
を
見
た

り
本
を
読
ん
だ
り
…
。
そ
れ

ほ
ど
混
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。

話
を
す
る
人
も
な
く
、
静
か

で
す
。
入
口
付
近
に
立
ち
、

ぼ
ん
や
り
と
こ
の
様
子
を
見

て
い
た
時
、「
な
ん
て
平
和

な
光
景
な
ん
だ
ろ
う
。」
と

い
う
思
い
が
突
然
湧
き
上

が
っ
て
き
ま
し
た
。
誰
か
ら

も
ど
こ
か
ら
も
攻
撃
さ
れ
る

こ
と
も
な
く
、
安
心
し
て
自

分
の
世
界
に
浸
っ
て
い
ら
れ

る
、
そ
の
幸
せ
。
十
年
間
電

車
を
利
用
し
て
、
今
ま
で
一

度
も
起
こ
っ
た
こ
と
の
な
い

感
情
で
す
。「
平
和
」
と
い

う
言
葉
が
で
て
き
た
の
も
驚

き
で
し
た
。
▼
今
、
世
界
で

は
目
を
背
け
た
く
な
る
よ
う

な
惨
状
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て

い
て
、
心
が
傷
め
つ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
車
内
の
あ
り
き

た
り
な
光
景
は
、
当
た
り
前

で
は
な
い
、
平
和
憲
法
が

あ
っ
て
こ
そ
の
私
た
ち
の
姿

で
あ
り
日
常
で
あ
っ
た
の
だ

と
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
し

た
。
今
年
二
〇
二
六
年
三
月

の
あ
る
朝
の
こ
と
で
し
た
。

▼
九
条
改
憲
に
は
絶
対
反
対

で
す
。

�

（
理
事
・
阿
部
陽
子
）

　
１
９
５
２
年
２
月
24
日
、

戦
後
の
荒
廃
と
食
料
危
機
の

な
か
で
、「
お
金
の
心
配
を

せ
ず
、
安
心
し
て
か
か
れ
る

自
分
た
ち
の
病
院
が
ほ
し

い
」
と
願
う
地
域
住
民
と
、

「
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
働
く

人
々
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
り
た
い
」
と
い
う
医
療
従

事
者
が
集
ま
り
、
津
軽
保
健

生
協
・
健
生
病
院
を
つ
く
り

発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　
津
軽
保
健
生
協
は
今
年
で

創
立
74
年
を
迎
え
、
全
て
の

事
業
所
は
、
医
療
福
祉
生
協

連
や
民
医
連
に
加
盟
し
て
い

ま
す
。「
健
康
を
つ
く
る
。

平
和
を
つ
く
る
。
い
の
ち
輝

く
社
会
を
つ
く
る
」
を
理
念

と
し
、
健
康
づ
く
り
や
ま
ち

づ
く
り
の
運
動
を
通
し
て
、

地
域
住
民
と
医
療
や
福
祉
の

専
門
家
が
協
同
す
る
組
織
で

す
。

　
日
本
国
憲
法
、
25
条
の
生

存
権
、
９
条
の
平
和
主
義
、

13
条
の
幸
福
追
求
権
を
尊
重

し
、
社
会
正
義
と
人
権
を
重

視
し
て
い
ま
す
。　

　
無
差
別
・
平
等
・
公
正
な

医
療
と
し
て
、
お
金
が
な
く

て
も
病
院
に
受
診
し
て 

！

　
と
い
う
想
い
で
、
住
民
の

受
療
権
を
守
る
た
め
に
、
無

料
低
額
診
療
や
差
額
ベ
ッ
ド

料
を
頂
か
な
い
こ
と
を
実
践

し
て
い
ま
す
。
生
活
支
援
の

た
め
に
、
お
困
り
ご
と
相
談

会
・
社
会
保
障
を
改
善
す
る

活
動
・
平
和
を
求
め
る
活
動

も
し
て
い
ま
す
。

　
健
生
病
院
を
め
ぐ
る
先
般

の
例
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

は
、
近
隣
自
治
体
や
依
頼
を

受
け
た
医
院
か
ら
驚
か
れ
た

　
４
月
１
日
、
39
名
の
新
入
職
員
の
研
修
が
実

施
さ
れ
、
泉
谷
雅
人
専
務
か
ら
「
津
軽
保
健
生

協
の
歴
史
と
医
療
生
協
・
民
医
連
運
動
」
の
解

説
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
伊
藤
理
事
長
か
ら
、「
私
た
ち
の
目
指

す
医
療
・
介
護
と
社
会
を
実
現
す
る
仲
間
に

な
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
講
話
が
あ
り
、
新

入
職
員
へ
の
期
待
を
伝
え
ま
し
た
。

ほ
ど
、
病
院
全
体
が
全
力
で

患
者
へ
の
対
応
に
努
力
を
重

ね
続
け
た
話
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

マ
ス
コ
ミ
の
報
道
な
ど

で
、
地
域
か
ら
の
応
援
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
あ
た
た
か
い
ご
支

援
が
集
ま
っ
た
こ
と
も
記
憶

に
新
し
い
こ
と
で
し
た
。
こ

こ
に
、
そ
の
ス
ラ
イ
ド
を
掲

載
し
て
お
き
ま
す
。

　
今
回
入
職
さ
れ
た
の
は
、

医
師
７
人
・
薬
剤
師
１
人
・

看
護
師
17
人
・
介
護
福
祉
士

６
人
・
臨
床
検
査
技
師
１

人
・
臨
床
工
学
技
士
１
人
・

理
学
療
法
士
２
人
・
作
業
療

法
士
１
人
・
言
語
聴
覚
士
１

人
・
調
理
師
１
人
・
事
務
員

１
人
の
計
39
人
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活

躍
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

生
協
の
歴
史
、
理
念
、
医
療
・
介
護
活
動
、
社
会

格
差
、
ケ
ア
の
倫
理
、
政
治
と
の
関
わ
り
な
ど
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用
い
て
講
話

理事長　伊藤　真弘

新
入
職
員

新
入
職
員
3939
名
の
入
職
式

名
の
入
職
式

私
た
ち
の
目
指
す
無
差
別
・
平
等
な

私
た
ち
の
目
指
す
無
差
別
・
平
等
な
医
療
医
療

・
介
護
と
社
会
を
と
も
に
実
現
す
る
仲
間
に
！

・
介
護
と
社
会
を
と
も
に
実
現
す
る
仲
間
に
！

専務から解説専務から解説
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初期研修医

一
いちのへ
戸　崇

たかなお
直

青森県八戸市出身

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
よ
り
健
生
病
院
で

初
期
研
修
医
と
し
て
入
職
し
ま
し
た
、
荒
井

祐
輔
と
申
し
ま
す
。
千
葉
県
出
身
で
す
が
幼

少
期
か
ら
青
森
県
を
訪
れ
る
機
会
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
社
会
人
を
経
験
し
て
か
ら

弘
前
大
学
医
学
部
に
学
士
編
入
学
し
、
弘
前

で
は
四
季
の
変
化
を
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

大
学
の
臨
床
実
習
で
健
生
病
院
に
は
お
世

話
に
な
り
、
地
域
医
療
に
貢
献
さ
れ
る
医
療

従
事
者
を
拝
見
し
当
院
で
働
き
た
い
と
考
え

ま
し
た
。
至
ら
ぬ
点
も
多
い
か
と
思
い
ま
す

が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

初期研修医

荒
あら い
井　祐

ゆうすけ
輔

千葉県四街道市出身

５/  9（土） 五 中 支 部 支部総会●サンライフ弘前
５/  9（土） 板 柳 支 部 支部総会●いきいきセンター
５/  9（土） 文 京 支 部 支部総会●城南会館
５/13（水） 小 泊 支 部 支部総会●老人憩いの家
５/14（木） 下 町 支 部 支部総会●御所温泉
５/15（金） 市 浦 支 部 支部総会●市浦コミュニティセンター
５/16（土） 和 徳 支 部 支部総会●青荷温泉
５/16（土） 北 支 部 支部総会●館田温泉
５/16（土） 常 盤 支 部 支部総会●常盤老人福祉センター
５/20（水） 鶴 田 支 部 支部総会●鶴田町公民館
５/20（水） 大 成 支 部 支部総会●津軽保健生協会館
５/20（水） 東 中 支 部 支部総会●城東団地集会所
５/21（木） 河 西 支 部 支部総会●花咲温泉（予定）
５/23（土） 時 敏 支 部 支部総会●津軽保健生協会館
５/26（火） 鰺ヶ沢支部 支部総会●舞戸公民館
５/27（水） 三 大 支 部 支部総会●清原中央会館
６/  8（月） 中 里 支 部 支部総会●じょっぱり温泉

３
月
度
定
例
理
事
会

�

３
月
24
日

【
報
告
事
項
】

⃝

一
般
事
業
報
告

⃝

全
日
本
民
医
連
理
事
会 

概
要
報
告

⃝

全
日
本
民
医
連
会
長
声
明

⃝

医
福
連
会
長
理
事
談
話

⃝

原
発
再
稼
働
を
考
え
る
市
民
講
座

「
浜
岡
原
発
耐
震
偽
装
で
問
わ
れ

る
原
発
の
安
全
性
」

⃝

津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合　

届
出

事
業
内
容
一
覧

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

自
由
診
療
料
の
新
設
「
乾
燥
組
織

培
養
不
活
化
Ａ
型
肝
炎
ワ
ク
チ
ン

（
エ
イ
ム
ゲ
ン
）」

⃝
組
合
員
・
班
等
表
彰
選
考
委
員
会

の
設
置

　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
機
能
集

約
化
に
向
け
て

⃝

健
生
介
護
セ
ン
タ
ー
虹 

シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て

⃝

賃
上
げ 

及
び 

完
全
週
休
二
日
制

の
導
入
に
つ
い
て

⃝

総
代
会
議
案
書
（
案
）

⃝

第
17
回
共
同
組
織
活
動
交
流
集
会

in
東
京

４
月
度
定
例
理
事
会

�

４
月
７
日

【
報
告
事
項
】

⃝

一
般
事
業
報
告

⃝

全
日
本
民
医
連
理
事
会 

概
要
報
告

⃝

２
０
２
５
年
度　

決
算
会
計
監
査

通
知

⃝

医
福
連
２
０
２
５
年
度
生
協
強
化

月
間
ま
と
め

⃝

浪
岡
フ
ァ
ミ
リ
ー
薬
局
チ
ラ
シ

⃝

フ
ァ
ー
マ
ウ
ェ
ー
ブ
：「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
の
保
険
適
用
除
外
を
世
論
で

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
」

⃝

ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
請
願
署
名

⃝

第
１
回
表
彰
選
考
委
員
会
報
告

【
審
議
事
項
】

　
〔
議
決
事
項
〕

⃝

ナ
ー
シ
ン
グ
ホ
ー
ム
た
ま
ち
（
看

護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
）

食
事
料
金
の
改
定
に
つ
い
て（
提
案
）

⃝

定
款
第
４
章
第
44
条
総
代
定
数
の

改
定
（
提
案
）

⃝

２
０
２
６
年
度
借
入
限
度
額
の
承

認

⃝

血
管
撮
影
装
置
更
新
に
関
す
る
件

⃝

青
森
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
役

員
推
薦
に
つ
い
て

⃝

第
１
０
１
回
通
常
総
代
会
に
付
議

す
べ
き
事
項

⃝

役
員
報
酬
審
議
会
の
設
置
に
つ
い

て

　
〔
協
議
事
項
〕

⃝

２
０
２
５
年
度
決
算
見
込
み

⃝

２
０
２
６
年
度
予
算

⃝

２
０
２
６
年
度
予
算
編
成
方
針
Ver.1

⃝

中
長
期
資
金
計
画
案

⃝

総
代
会
議
案
書
（
案
）

　

４
月
よ
り
初
期
研
修
医
と
し
て
入
職
し
た

鴨
田
卓
巳
で
す
。
ホ
テ
ル
勤
務
や
心
理
職
を

経
て
、
弘
前
大
学
医
学
部
へ
学
士
編
入
学
い

た
し
ま
し
た
。
将
来
は
精
神
科
医
を
志
し
て

お
り
、
精
神
面
と
身
体
面
の
双
方
か
ら
患
者

さ
ん
を
支
え
ら
れ
る
医
師
を
目
標
と
し
て
い

ま
す
。

　

実
習
で
お
世
話
に
な
っ
た
際
、
健
生
病
院

の
学
び
や
す
い
環
境
と
先
生
・
職
員
の
方
々

の
温
か
い
ご
指
導
に
魅
力
を
感
じ
入
職
し
ま

し
た
。
至
ら
ぬ
点
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
よ
り
健
生
病
院
で
初
期
研
修

医
と
し
て
入
職
い
た
し
ま
し
た
一
戸
崇
直
と
申
し
ま

す
。
生
ま
れ
は
八
戸
市
で
（
八
戸
の
一
戸
と
覚
え
て
い

初期研修医

鴨
かも だ
田　卓

たくみ
巳

東京都杉並区出身

た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
）
大
学
か
ら
弘
前
の
方
に
移
り

住
み
ま
し
た
。
雪
の
少
な
い
太
平
洋
側
の
暮
ら
し
が
長

く
弘
前
来
た
と
き
、
こ
ん
な
に
も
雪
が
多
い
の
か
、
県

内
で
こ
ん
な
に
も
気
候
が
違
う
の
か
と
衝
撃
を
受
け
ま

し
た
。

　

青
森
民
医
連
奨
学
生
と
し
て
６
年
間
活
動
し
て
き
ま

し
た
が
、
低
学
年
の
頃
か
ら
お
世
話
に
な
っ
た
健
生
病

院
で
初
期
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き
大
変
嬉
し
く
思
っ

て
い
ま
す
。
至
ら
な
い
点
が
多
々
あ
る
か
と
は
思
い
ま

す
が
ご
指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
初
期
研
修
医

と
し
て
入
職
い
た
し
ま
し
た
、
齋
藤
響
と
申

し
ま
す
。
私
は
生
ま
れ
育
っ
た
大
好
き
な
弘

前
市
の
医
療
に
貢
献
し
た
い
と
常
々
考
え
て

お
り
ま
す
。
大
学
の
臨
床
研
修
で
健
生
病
院

に
お
世
話
に
な
り
、
多
職
種
で
連
携
し
、
地

域
住
民
の
健
康
と
命
を
守
る
姿
に
感
銘
を
受

け
、
ぜ
ひ
こ
の
病
院
で
働
き
た
い
と
考
え
て

い
た
た
め
、
入
職
で
き
た
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

至
ら
ぬ
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

初期研修医

齋
さいとう
藤　響

ひびき

青森県弘前市出身

　消化器内科医の山口拓斗と申し

ます。私は2020年度に初期研修医

として２年間、その後も２年間の

後期研修を健生病院で勤務させて

いただき、その後弘前大学病院、

弘前総合医療センターでの後期研

修を経て２年ぶりに帰任すること

となりました。医師としては７年

目になりますが、この間にたくさ

んの経験を積むことができました。

今年は内科専門医試験を受験する

ことができ、合格すると内科認定

医となります。引き続き勉学に励

みたいと気を引き締める思いです。

　さて、人間の臓器の大部分は消

化器に関連するものであり、その

分、病気の種類も数も多様です。

「お腹が痛い」「吐き気がする」「便

秘がち」なんて症状は誰しも経験

することではないでしょうか。「体

が黄色くなってきた」「便が黒くな

ってきた」なんていう思いがけな

い症状も消化器の病気が隠れてい

る場合があります。消化器に関す

る症状は多彩で一刻を争う緊急疾

患から、慢性的な疾患まで幅広く、

お困りの患者さんが多いのが実態

だと思います。この間経験してき

た知識や技術、度量を糧に地域の

皆様の健康に寄与できるように頑

張っていきたいと思います。

　最後に、世界医師会会長を務め

たマイケル・マーモット医師は

「健康問題は個人の責任とみなされ

がちであるが、社会全体での「原

因の原因」に対する働きかけが必

要である」と主張しています。つ

まり、飲酒や喫煙、肥満などは病

気の原因となりますが、これらの

行動の背景には経済的格差、教育

的格差、環境格差などの格差が原

因であると述べておりこの格差を

社会全体で改善していこうと述べ

ています。民医連が目指す医療と

も通じるところがあるかと思いま

すが、私もこの思いでこれからも

仕事していきたいと思います。ま

だまだ至らぬ点もあるかと思いま

すが向上心を持ち、これから進ん

でまいります。どうかよろしくお

願いいたします。

多様な消化器に関する症状
健生病院　消化器内科　山

やまぐち

口 　拓
た く と

斗

㉔㉔

新
入
職
　医
師
紹
介�

（
敬
称
略
）



　高齢になっても住み慣れた地域で安心して暮ら
し続けるためには、「安全に歩けること」が何よ
り大切です。弘前市では、おおむね65歳以上の
市民の方を対象に「歩行安全杖交付事業」を実施
しています。この事業は、夜光反射テープ付きの
杖を無料で交付するもので、夕暮れ時や夜間、早
朝など視認性が低い時間帯でも周囲から認識され
やすくなり、交通事故の防止につながります。外
出機会の維持や転倒予防の意識向上にも役立つ取
り組みです。
　申請はご本人のほか、ご家族や民生委員、ケア
マネジャーなど代理の方でも可能で、委任状は必
要ありません。受付窓口は弘前市役所介護福祉
課、岩木・相馬総合支所民生課です。受付時間は
午前８時30分から午後５時まで（土日祝日・年
末年始を除く）、受付は随時行っています。ただ
し、年度ごとに予定本数があり、達し次第終了と
なります。交付状況については、介護福祉課高齢
福祉係（電話0172-40-7114）へお問い合わせく
ださい。
　一本の杖が、安心して一歩を踏み出す力になり
ます。ぜひこの制度を活用し、安全で活き活きと
した毎日を過ごせるようにしましょう。
� （弘前市の介護保険を良くする会）岩渕了三
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　骨折予防にはリハビリ
テーションも非常に重要
です。
　骨折予防に関するリハ
ビリの役割として転倒予
防が重要となってきます。
　転倒には様々な因子が関
係しており、筋力低下、バ

ランス能力の低下、服薬の影響、家屋環境などが挙げられます。
　この中でもリハビリでは筋力、バランス、家屋環境に関与しています。
今回は筋力、バランスに関して自宅でも可能な運動をいくつか紹介し
たいと思います。回数は無理のない範囲で。

❶スクワット
部位：大腿四頭筋、大殿筋、ハ
ムストリングス 等
ポイント：膝とつま先の位置を
そろえる、反り腰にならないよ
うにつま先の位置まで膝を曲げ
る。
（膝に痛みがある場合は無理せ
ず）

❷フロントランジ
部位：大腿四頭筋、大殿筋、ハ
ムストリングス 等
ポイント：必ず手すりなどつか
まるものがある場所で実施。
片方の足を前方に振り出し、上
体を前に倒さないように。

❸片足立ち踵上げ
部位：下腿三頭筋（ふくらはぎ）
ポイント：必ず手すりなどつかまるものが
ある場所でゆっくり実施。

❹ブリッジ
部位：大殿筋、ハムストリングス、脊柱起
立筋 等
ポイント：腰を反り過ぎないように、膝
を90°に曲げて立て、息を吐きながらお尻
をゆっくり持ち上げる。
肩～膝が一直線になるように。

期間：６月～７月の毎週月曜日
　　　（月曜日が祝日の場合は前週の土曜日に開催）
時間：９時30分～ 11時
会場：生協会館２階ホール
講師：弘前市スポーツ指導員

６月予定　－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－

　６月1日、8日、15日、22日、29日
７月予定　－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－＊－

　７月6日、13日、18日、27日
参加無料・自由参加（事前申し込み）

◦健康づくり委員会◦組織部　0172-35-8933

　

今
年
度
よ
り
藤
代
健
生
病
院
に
て
勤
務
す

る
安
齋
勇
輝
と
申
し
ま
す
。
高
校
生
ま
で
仙

台
で
過
ご
し
、
山
形
大
学
を
卒
業
後
、
宮
城

　
３
月
15
日
リ
ン
ク
モ
ア
平

安
閣
市
民
ホ
ー
ル
で
「
さ
よ

う
な
ら
原
発
・
核
燃
３
・
11

青
森
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

津
軽
保
健
生
協
か
ら
86
名
の

方
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
特
別
講
演
で

は
、「
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
・
ジ
レ
ン
マ
～
原
子
力
と

核
政
策
を
問
う
」
を
テ
ー
マ

に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ピ
ー
ス
デ
ポ

代
表　
鈴
木
達
治
郎
氏
を
講

師
に
お
招
き
し
特
別
講
演
を

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
講

演
後
は
、
次
第
に
雨
脚
が
強

く
な
る
中
で
の
パ
レ
ー
ド
と

な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
力

強
い
ア
ピ
ー
ル
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

（
社
会
保
障
平
和
委
員
会

　

�

佐
々
木
海
斗
）

2026年度ストレッチ教室予定

民
医
連
の
坂
総
合
病
院
に
て
初
期
研
修
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
後
Ｔ
Ｙ
研
修
と
し
て
１
年

間
の
中
小
病
院
で
の
内
科
勤
務
を
経
て
現
在

に
至
り
ま
す
。

　

初
期
研
修
で
お
世
話
に
な
っ
た
際
に
職
員

の
皆
さ
ん
の
熱
意
に
感
動
し
、
ぜ
ひ
こ
ち
ら

で
学
び
実
践
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の

度
念
願
叶
っ
て
研
修
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど

う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

後期研修医

安
あんさい
齋　勇

ゆうき
輝

宮城県仙台市出身

初期研修医

對
つし ま
馬　花

かのん
音

青森県大鰐町出身

＊ご存じですか？ ❼  介護サポート事業

後期研修医

佐
さと う
藤　絵

え り こ
里子

宮城県仙台市出身

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
よ
り
Ｔ
Ｙ
研
修
で

藤
代
健
生
病
院
・
健
生
病
院
に
入
職
い
た
し

ま
し
た
、
佐
藤
絵
里
子
と
申
し
ま
す
。
大
学

　

は
じ
め
ま
し
て
。
４
月
か
ら
健
生
病
院
で

研
修
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、

卒
業
後
、
社
会
人
を
経
て
坂
総
合
病
院
で
初

期
研
修
を
修
了
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で

患
者
さ
ん
の
生
活
に
寄
り
添
い
、
日
々
の
困

り
ご
と
を
最
初
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
る
医

師
で
あ
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
未
熟
で
至
ら
ぬ
点
ば
か
り
で
す
が
、

様
々
な
科
を
経
験
し
な
が
ら
、
津
軽
地
域
の

医
療
に
少
し
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
精
一
杯

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

對
馬
花
音
と
申
し
ま
す
。
中
学
時
代
か
ら
弘

前
で
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
の
臨
床
実
習
で
健
生
病
院
に
お
世
話

に
な
り
、
様
々
な
職
種
の
方
が
協
力
し
て
働

い
て
い
る
姿
を
見
て
、
こ
の
病
院
で
ぜ
ひ
働

き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

至
ら
ぬ
点
も
多
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
精

一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

さ
よ
う
な
ら 

原
発
・
核
燃

�

３
・
11
青
森
集
会
へ
参
加

�

～
福
島
原
発
事
故
か
ら
15
年
～

弘前市歩行安全杖交付事業

➡➡

❶❶

➡➡

❷❷

❸❸

❹❹
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臨床支援課とは？

　医師が診療に集中できるように、医師の
事務作業をサポートする専任の事務スタッ
フが在籍しているのが臨床支援課です。院
内スタッフは私たちの事をＤＡ（Doctor’s 

Assistant）と呼称しています。
現在は17名のＤＡがいて、内
科・外科・整形外科リハビリ
テーション科・産婦人科小児科
の４つのチームに分かれて業務
にあたっています。円滑な診療
環境を整えるために、チーム内
でのコミュニケーションを大切
にし、お互いを支え、協力しあ
いながら「医師が診療に専念で
きる環境づくり」を心がけてい
ます。

どこでどんな仕事をしているの？

　外来の診察室では医師の傍で、病棟では
ナースステーションで作業していますので
見たことがあるという人もいると思いま
す。病棟回診の際には医師と共に病室に入
らせていただいたり、医師から患者さんへ
の病状説明の際には同席させていただくこ
ともあります。
　主な業務は、診断書や紹介状などの文書
作成補助、電子カルテの入力代行、診療に
関するデータ整理、各種書類の管理などで
す。また、検査や予約に関する情報の確認、
必要な書類の準備なども担当し、看護師な
どの他スタッフと連携しながら患者さんを
お待たせしない環境づくりにも努めていま
す。

　業務を正確に遂行するだけでなく、細や
かな気配りと高い責任感を持って業務に取
り組んでいて、医師からの厚い信頼につな
がっています。

正確さと丁寧さ大切に
　外来や病棟などでは患者さんと直接お話
しする機会もあり、医療の現場を支えるや
りがいを実感しています。来院の際には、
何かありましたら遠慮なくお声がけ下さ
い！
　これからも正確さと丁寧さを大切にしな
がら、地域医療の質向上に貢献できるよう
取り組んでいきます。

�（健生病院　臨床支援課科長　三上　史子）

　
３
月
15
日
、
深
浦
観
光
ホ

テ
ル
で
支
部
活
動
者
交
流
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
初
め
に
八
木
橋
支
部

長
が
挨
拶
を
兼
ね
て
、

深
浦
岩
崎
支
部
の
地
区

（
21
地
区
）
ご
と
の
組

合
員
数
の
現
況
を
報

告
。
法
人
全
体
の
支
部

数
、
医
療
施
設
や
介
護

施
設
を
紹
介
し
ま
し

た
。
ま
た
、
法
人
の
２

０
２
５
年
度
１
月
期
ま

で
の
経
営
状
況
を
説

明
。
26
年
度
は
診
療
報

酬
が
プ
ラ
ス
３
．０
９
％
に

な
り
、
利
用
者
負
担
増
の
可

能
性
を
。
27
年
度
は
介
護
保

険
制
度
改
定
が
あ
り
、
政
府

は
こ
こ
で
も
利
用
者
負
担
増

を
検
討
し
て
い
る
こ
と
を
紹

介
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
特
に
「
健
康
」
新

聞
の
手
配
り
者
に
参
加
交
流

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
支
部

の
手
配
り
者
は
運
営
委
員
も

含
め
て
15
名
、
な
か
な
か
一

堂
に
会
す
る
機
会
が
な
く
、

日
頃
の
活
動
状
況
も
含
め
お

話
を
伺
う
こ
と
に
し
ま
し

た
。
当
日
参
加
で
き
な
か
っ

た
手
配
り
者
さ
ん
か
ら
、
高

　
健
康
づ
く
り
中
央
連
絡
会

が
主
催
す
る
健
康
づ
く
り
交

流
集
会
が
総
勢
67
名
の
参
加

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
な
ん

ば
耳
鼻
咽
喉
科
の
南
場
淳
司

先
生
か
ら
「
き
こ
え
と
認
知

症
～
現
状
と
対
策
を
知
ろ

う
・
主
に
補
聴
器
に
つ
い
て

～
」
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
切
実
な
テ
ー
マ
な
の
で
南

場
先
生
の
話
に
、
会
場
か
ら

は
う
な
ず
く
声
や
驚
き
の
声

が
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　
難
聴
に
よ
っ
て
必
要
な
音

が
聞
こ
え
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ず
、
社

会
的
に
孤
立
し
、
う
つ
状
態

に
な
る
こ
と
な
ど
、
わ
か
り

や
す
く
、
話
さ
れ
ま
し
た
。

特
に
補
聴
器
に
慣
れ
ず
、
多

く
の
人
が
悩
ん
で
い
る
こ
と

に
対
し
、
つ
け
方
の
基
本
が

「
朝
起
き
て
か
ら
寝
る
ま
で

つ
け
続
け
る
こ
と
が
大
切
」

と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
津
軽
保
健
地
域
の
各

自
治
体
で
は
、
多
い
と
こ
ろ

で
は
5
万
円
、
通
常
3
万
円

が
補
助
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
の
後
、
健
康
づ
く
り

委
員
の
２
０
２
５
年
度
の
ま

と
め
と
方
針
、
大
成
支
部
の

柴
田
学
園
と
の
健
康
づ
く
り

の
コ
ラ
ボ
報
告
、
健
康
づ
く

り
活
動
の
報
告
と
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

�

（
組
織
部
・
岩
崎
富
裕
）

齢
化
や
冬
季
間
の
配
布
に
難

儀
す
る
と
の
声
が
寄
せ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

は
、
当
日
参
加
さ
れ
た
皆
さ

ん
か
ら
も
同
様
の
声
が
あ

り
、
組
合
員
と
の
接
点
と
な

る
支
部
活
動
に
欠
か
せ
ぬ
手

配
り
者
確
保
の
重
要
性
が
共

有
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
配
り
者
、
運
営
委
員
に

２
名
の
町
議
会
議
員
が
在

籍
。
町
の
26
年
度
事
業
の
概

要
説
明
も
あ
り
、
参
加
者
に

は
有
意
義
な
支
部
活
動
者
交

流
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
深
浦
岩
崎
支
部 

支
部
長

�

　
・
八
木
橋　
健
）

深
浦
岩
崎
支
部　
支
部
活
動
者
交
流
集
会

「
交
流
集
会
だ
よ
！
」　
全
員
集
合

２
０
２
５
年
度　
健
康
づ
く
り
交
流
集
会

「
き
こ
え
と
認
知
症
」に
つ
い
て
学
ぶ

　
　
４
／
12
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大
雪
に
よ
る
医
療
・

介
護
へ
の
影
響

　
地
球
温
暖
化
に
よ
り
気
温

が
上
昇
す
る
と
、
雪
雲
が
発

達
し
や
す
く
な
り
、
一
度
に

降
る
雪
の
量
が
増
え
る
傾
向

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

津
軽
地
域
で
も
、
こ
の
2
～

3
年
の
傾
向
で
、
短
期
間
で

一
気
に
降
る
極
端
な
大
雪
の

発
生
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
大
雪
は
私
た
ち
の
社

会
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与

え
ま
す
。
と
り
わ
け
、
高
齢

者
や
障
害
者
に
と
っ
て
は
、

い
の
ち
に
関
わ
る
事
象
の
発

生
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す
。

そ
の
方
々
の
い
の
ち
と
暮
ら

し
を
守
る
手
段
と
な
っ
て
い

る
医
療
・
介
護
分
野
で
は
特

段
大
き
な
影
響
を
受
け
ま

す
。「
受
診
に
行
け
な
い
」、

「
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来
れ
な

い
」、「
デ
ィ
ケ
ア
に
行
け

な
い
」
な
ど
の
影
響
が
発
生

し
ま
す
。
ま
た
、
外
出
す
る

機
会
が
減
る
こ
と
で
孤
立
リ

ス
ク
は
増
加
し
、
食
生
活
や

精
神
状
態
に
影
響
を
及
ぼ
し

健
康
リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま

す
。利

用
者
も
職
員
も

危
険
な
日
々

　

健
生
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
た
ま
ち
で
は
、
積
雪

や
路
面
凍
結
に
よ
り
道
路
状

況
の
悪
化
や
駐
車
ス
ペ
ー
ス

の
確
保
が
困
難
に
な
る
な
ど

が
発
生
し
、
通
常
ど
お
り
の

訪
問
看
護
が
出
来
な
く
な
る

ケ
ー
ス
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

利
用
者
宅
到
着
に
通
常
15
分

で
行
く
と
こ
ろ
３
時
間
も
か

か
っ
た
ケ
ー
ス
や
、
狭
隘
な

住
宅
地
で
は
車
両
の
進
入
が

で
き
ず
、
や
む
を
得
ず
訪
問

時
間
の
変
更
や
訪
問
自
体
の

延
期
を
判
断
す
る
場
面
も
あ

り
ま
し
た
。
利
用
者
や
家
族

の
方
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
、
ま
た
職
員
も
非
常
に
疲

労
度
が
増
す
状
況
と
な
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
中

で
も
、
医
療
依
存
度
の
高
い

利
用
者
へ
の
支
援
を
最
優
先

と
し
、
職
員
の
配
置
調
整
や

徒
歩
で
の
訪
問
な
ど
、
可
能

な
限
り
の
対
応
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
訪
問
が
難
し
い

場
合
に
は
電
話
に
よ
る
安
否

確
認
や
健
康
相
談
を
実
施

し
、
利
用
者
の
不
安
軽
減
に

努
め
ま
し
た
。
一
方
で
、
玄

関
前
の
積
雪
に
よ
り
自
宅
か

ら
の
出
入
り
が
困
難
と
な

り
、
事
実
上
の
孤
立
状
態
に

陥
る
高
齢
者
も
見
ら
れ
ま
し

た
。
訪
問
時
に
は
安
全
確
保

の
範
囲
内
で
最
低
限
の
除
雪

を
行
う
な
ど
柔
軟
な
対
応
を

図
り
つ
つ
、
生
活
へ
の
影
響

が
最
小
限
に
な
る
よ
う
に
対

応
し
て
い
き
ま
し
た
。
利
用

者
の
中
に
は
、
公
共
交
通
機

関
が
運
休
と
な
り
、
金
銭
的

に
タ
ク
シ
ー
も
利
用
で
き
な

い
こ
と
か
ら
、
薬
が
無
く
な

る
が
受
診
で
き
ず
に
い
た
方

も
お
り
、
医
療
機
関
と
の
調

整
を
図
り
ま
し
た
。

在
宅
療
養
支
え
る

取
り
組
み

　
24
年
度
か
ら
、
青
森
県
と

青
森
県
看
護
協
会
は
、
訪
問

看
護
車
両
が
大
雪
の
た
め
に

駐
車
場
所
確
保
が
困
難
に

な
っ
て
い
る
状
況
を
踏
ま

え
、
協
力
企
業
に
お
け
る
臨

時
駐
車
ス
ペ
ー
ス
利
用
制
度

を
整
え
て
く
れ
ま
し
た
。
大

変
助
か
る
制
度
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ま
だ
十
分
で
は
な

く
、
地
域
の
方
々
の
い
の
ち

と
生
活
を
守
る
必
要
な
医

療
・
介
護
提
供
が
出
来
る
よ

う
に
、
今
後
更
に
利
用
で
き

る
幅
が
広
が
る
こ
と
期
待
し

ま
す
。

　
訪
問
看
護
を
は
じ
め
と
し

た
医
療
・
介
護
の
提
供
は
、

地
域
で
暮
ら
す
人
々
の
生
活

を
支
え
る
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
自
然
災
害

が
頻
発
す
る
中
に
お
い
て

も
、安
心
し
て
在
宅
療
養
を

継
続
で
き
る
体
制
づ
く
り
が

必
要
で
す
。
津
軽
保
健
生
協

の
在
宅
療
養
を
支
え
る
医

療
・
介
護
は
引
き
続
き
安
心

し
て
く
ら
せ
る
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

（
看
護
介
護
部
長

�

・
寺
島
由
美
）

「入院から外来へ」が合言葉

　藤代健生病院は、弘前市藤代地域にある精

神科単科病院です。1953年、当時多くの命

を奪っていた結核に対応するために開設され

た大清水診療所を前身とし、1976年の移転

以降、「入院から外来へ、病院から地域へ」

を合言葉に、早くから県内病院で初となる精

神科デイケアを行うなど、地域に根
差した医療に取り組んでいます。医
師や看護師、ソーシャルワーカーな
どが協力し、外来診療から入院、退
院後の生活支援、家族への助言まで
切れ目のない支援を行っています。
また、精神科救急医療輪番病院とし
て津軽地域の救急受け入れを担って
いるほか、近年では依存症治療に力
を入れており、アルコール、薬物、
ギャンブルのすべてに対応した「青
森県依存症専門医療機関」は県内で
は当院のみの指定となっております。

三つの病棟で支援
　病棟は三つに分かれており、それぞれ役割

に応じた治療と支援を行っていま
す。長く入院している方や退院が
難しい方の生活を支え、家庭や地
域へ戻るための準備を進める病
棟、症状が重く手厚い見守りや治
療が必要な方を受け入れる病棟、
そして症状が急に悪化した方に対
して短期間で集中的な治療を行
い、早期に地域生活に戻ることを
目指す病棟があります。こうした
体制により、一人ひとりの状態に
合わせた支援を行っています。

心の不調の身近な相談先
　近年は、重い心の病気だけでなく、眠れな
い、不安が強い、やる気が出ない、人間関係
がつらいといった日常生活の中での不調につ
いて相談する人が増えています。特に春は進
学や就職、異動など生活が大きく変わるた
め、「五月病」と呼ばれる心身の不調が起こ
りやすい時期です。多くは一時的なものです
が、長く続く場合は注意が必要です。
　心の不調は誰にでも起こり得ます。早めに
相談することで回復につながります。「これ
くらいで受診してよいのか」と迷う段階でも
構いません。当院は地域の身近な相談先とし
て、これからも安心して生活できるよう支援
してまいります。
� （藤代健生病院院長　関谷　修）

大
雪
の
中
で
の
訪
問
看
護
の
ガ
ン
バ
リ
！

5藤代健生病院

屋根雪が大きくせり出し、歩道は埋まり
車道は除雪が進まない

左から　坂本隆名誉院長・関谷修院長・吉田宏美副院長・千石利広副院長

「往診はいもの花咲く野をすぎて」　津川武一文学碑（自筆）
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健
生
病
院

☆
施
設
・
設
備
に
つ
い
て

〔
投
書
〕
健
診
に
来
て
、
採
血
す
る
際
、
パ

イ
プ
イ
ス
で
よ
ろ
め
き
そ
う
に
な
っ
た
。

も
っ
と
安
定
し
た
イ
ス
に
し
て
ほ
し
い
。
年

寄
り
は
、
次
の
動
作
を
す
る
と
き
に
時
間
が

か
か
る
。
診
察
待
ち
の
イ
ス
は
座
り
心
地
が

良
か
っ
た
の
で
、
そ
れ
に
し
て
ほ
し
い
。
年

に
１
回
の
利
用
で
す
が
、
優
し
い
病
院
に

な
っ
て
ほ
し
い
。
安
定
し
た
診
察
待
ち
の
よ

う
な
イ
ス
に
し
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
こ
の
た
び
は
採
血
時
の
椅
子
に
関

し
て
貴
重
な
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ご
指
摘
い
た
だ

き
ま
し
た
と
お
り
、
パ
イ
プ
椅
子
で
は
不
安

定
に
感
じ
ら
れ
る
場
面
が
あ
り
安
心
し
て
採

血
を
受
け
て
い
た
だ
く
に
は
不
十
分
で
あ
る

と
判
断
し
、
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
受
け
て

す
ぐ
に
、
よ
り
安
全
性
の
高
い
『
診
察
待
ち

と
同
じ
椅
子
』
へ
と
交
換
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
も
皆
様
に
安
全
か
つ
快
適
に
健
診
を
受

け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
、
ど
う
ぞ
遠
慮
な
く
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

☆
お
褒
め
の
言
葉

〔
投
書
〕
５
階
西
病
棟
の
看
護
師
さ
ん
へ
。

母
の
た
め
に
、
色
々
し
て
く
れ
て
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
主
治
医
、
担

当
医
の
先
生
方
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
母
は
、
苦
し
む
こ
と
な
く
、
天
国
に
逝

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
母
の
分
ま
で
生
き

て
い
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
、
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
回
答
】
こ
の
度
は
温
か
い
お
言
葉
を
い
た

だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
患
者

様
、
ご
家
族
様
の
お
気
持
ち
に
少
し
で
も
寄

り
そ
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
れ
ば
医
療
従

事
者
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
今
後
も
心
に
寄
り
添
う
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

〔
投
書
〕
健
診
科
の
皆
さ
ん
が
明
る
く
、
言

葉
づ
か
い
が
と
て
も
良
い
。
看
護
師
の
教
育

が
し
っ
か
り
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
先
生
は

明
る
く
、
て
い
ね
い
な
対
応
で
よ
か
っ
た
。

マ
ン
モ
の
技
師
さ
ん
も
明
る
く
落
ち
着
い
て

い
て
、
不
安
感
が
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

対
応
を
続
け
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
こ
の
た
び
は
、
温
か
い
ご
投
書
を

お
寄
せ
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
日
頃
よ
り
、
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
健

診
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
丁
寧
な
対
応

と
言
葉
づ
か
い
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
が
、

こ
の
よ
う
な
お
言
葉
を
い
た
だ
け
た
こ
と
で

ス
タ
ッ
フ
一
同
大
変
励
み
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
今
後
も
皆
さ
ま
に
信
頼
さ
れ
る
対
応
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
何

か
お
気
づ
き
の
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
ど

う
ぞ
お
気
軽
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

〔
投
書
〕
遠
方
か
ら
の
年
老
い
た
旅
行
者
で

す
が
、
不
注
意
で
転
倒
受
診
し
、
タ
ク
シ
ー

で
こ
ち
ら
に
参
り
夜
間
の
緊
急
入
院
と
手
術

に
な
り
ま
し
た
。
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
の
に
皆
様
が
本
当
に
お
優
し
く
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

・
最
初
に
接
し
て
下
さ
っ
た
看
護
師
さ
ん
、

手
術
室
、
３
階
、
４
階
病
棟
の
看
護
師
さ

ん
は
じ
め
皆
様
が
温
か
く
接
し
て
下
さ
っ

た
こ
と
が
心
に
し
み
ま
し
た
。

・
津
軽
弁
を
直
接
聞
い
た
の
は
初
め
て
で
し
た

が
、
私
に
は
と
て
も
や
わ
ら
か
く
聞
こ
え
、

患
者
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円

滑
に
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

・
毎
日
の
お
食
事
も
と
て
も
美
味
し
く
工
夫

さ
れ
て
い
て
い
つ
も
感
謝
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
書
き
足
り
な
い
思
い
で
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
回
答
】
こ
の
度
は
当
院
の
接
遇
、
環
境
整

備
や
サ
ー
ビ
ス
、
食
事
に
対
し
暖
か
い
ご
評

価
を
賜
り
、
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

患
者
様
に
安
心
し
て
お
過
ご
し
い
た
だ
け
る

医
療
環
境
を
整
え
る
こ
と
は
当
院
の
重
要
な

使
命
で
あ
り
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
言
葉

は
職
員
一
同
に
と
っ
て
大
き
な
励
み
と
な
り

ま
す
。
今
後
も
医
療
の
質
と
向
上
と
よ
り
快

適
な
療
養
環
境
づ
く
り
に
一
層
務
め
て
ま
い

り
ま
す
。

健
生
ク
リ
ニ
ッ
ク

☆
職
員
の
対
応

〔
投
書
〕
会
計
も
大
変
混
ん
で
い
ま
し
た
。

座
る
所
も
少
な
く
て
10
人
以
上
立
っ
て
い
ま

す
。
丸
い
す
で
も
良
い
の
で
準
備
し
て
も
ら

え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。
混
ん
で
い
る
時
は

婦
長
さ
ん
な
り
誰
か
が
全
体
を
気
に
か
け

て
、
具
合
の
悪
い
方
も
い
る
か
も
知
れ
な
い

の
で
。
こ
の
場
所
に
ペ
ン
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。私
が
持
っ
て
い
る
の
で
書
き
ま
し
た
！

【
回
答
】
こ
の
た
び
は
ご
不
便
を
お
か
け
い

た
し
ま
し
た
。
会
計
の
周
囲
に
は
発
熱
患
者

用
の
対
応
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
、
ま

た
椅
子
に
座
っ
て
待
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
周
辺
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

☆
そ
の
他

〔
投
書
〕
予
約
を
10
時
45
分
に
と
り
、
3
時

間
以
上
待
っ
た
上
に
、
血
液
検
査
で
更
に
待

ち
、
そ
の
上
、
更
に
予
約
と
会
計
待
ち
！！
看

護
師
さ
ん
へ
ど
れ
位
待
つ
か
聞
い
た
所
、
か

な
り
待
ち
ま
す
と
雲
を
つ
か
む
よ
う
な
感
じ

で
車
イ
ス
で
待
っ
て
い
る
母
が
大
変
で
し

た
。
又
、
待
合
室
は
車
イ
ス
が
通
れ
ま
せ
ん
、

も
う
少
し
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
先
生
の

キ
ャ
パ
も
い
っ
ぱ
い
で
し
ょ
う
か
ら
、
受
付

で
予
約
を
取
る
の
で
は
な
く
、
先
生
が
、
予

約
の
人
数
、
時
間
（
問
診
を
含
め
）
と
る
べ

き
で
す
。
採
血
を
す
る
こ
と
が
、
分
か
っ
て

い
る
な
ら
、
先
に
採
血
を
す
る
流
れ
を
作
る

べ
き
で
す
。

【
回
答
】
こ
の
た
び
は
、
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

内
科
外
来
の
待
ち
時
間
に
つ
い
て
は
、
ご
指

摘
い
た
だ
い
た
よ
う
に
以
前
か
ら
の
課
題
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
外
来
ス
ペ
ー
ス

が
狭
い
こ
と
も
課
題
で
す
。
待
ち
時
間
の
短

縮
に
つ
い
て
再
検
討
し
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

〔
投
書
〕
用
事
が
あ
る
と
き
は
希
望
す
る
日

に
予
約
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

是
非
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
回
答
】
当
院
で
は
、
担
当
医
の
診
療
曜
日

に
合
わ
せ
て
ご
予
約
を
お
取
り
し
て
お
り
ま

す
。
も
し
ご
都
合
が
合
わ
な
い
と
き
は
、
処

方
薬
の
日
数
を
調
整
し
な
が
ら
ご
予
約
の
週

を
変
更
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

ご
希
望
の
際
は
、
お
気
軽
に
ス
タ
ッ
フ
に
お

声
が
け
く
だ
さ
い
。

黒
石
診
療
所

☆
お
褒
め
の
言
葉

〔
投
書
〕
７
月
・
８
月
と
不
調
で
受
診
、
Ｎ
ｓ

の
対
応
も
忙
し
い
中
、
し
ゃ
が
み
こ
み
、
目

線
を
同
じ
に
す
る
な
ど
、
声
が
け
も
良
く
、

以
前
の
よ
う
に
ピ
リ
ピ
リ
感
も
な
く
、
と
て

も
安
心
し
て
気
持
ち
よ
く
（
勿
論
Ｄ
ｒ
の

方
々
も
）
受
診
で
き
た
の
で
、
そ
う
い
う
接

遇
大
事
に
し
て
く
だ
さ
い
。

【
回
答
】
こ
の
度
は
、
温
か
い
お
言
葉
を
い

た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
看

護
師
の
対
応
に
安
心
し
て
い
た
だ
け
た
と
の

こ
と
、職
員
一
同
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
す
。

今
後
も
患
者
様
に
寄
り
添
っ
た
接
遇
を
心
が

け
、
安
心
し
て
受
診
い
た
だ
け
る
よ
う
、
笑

顔
と
心
配
り
を
大
切
に
日
々
努
力
し
て
ま
い

り
ま
す
。

〝
つ
な
が
り
〟
の
重
要
性
を
再
確
認
仲
間
ふ
や
し
・
出
資
・
増
資
大
運
動

支

部

総

会

を

開

催

支

部

総

会

を

開

催

　
毎
年
春
に
開
催
さ
れ
る
支
部
総
会
。
支

部
総
会
と
は
、
前
年
度
活
動
の
ま
と
め
と

今
年
度
活
動
方
針
、
決
算
、
予
算
、
役
員

体
制
な
ど
を
決
定
す
る
重
要
な
場
で
す
。

　

２
０
２
５
年
度
も
「
仲
間
ふ
や
し
、

出
資
金
ふ
や
し
大
運
動
」
の
方
針
を
掲

げ
、
各
支
部
仲
間
ふ
や
し
や
出
資
・
増
資

に
対
す
る
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
他
支
部
と
の
交
流
企
画
や
他
団
体

と
連
携
し
た
夏
ま
つ
り
開
催
な
ど
を
通
じ

て
〝
つ
な
が
り
〟
の
重
要
性
を
再
認
識

し
、
２
０
２
６
年
度
の
活
動
に
向
け
た
意

思
統
一
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

自由診療料の新設
◎乾燥組織培養不活化A型肝炎ワクチン（エイムゲン）
　組合員16,400円（税抜）、未組合員18,400円（税抜）
◎高齢者肺炎球菌ワクチン（プレベナー 20水性懸濁注）
　組合員10,000円（税抜）、未組合員11,000円（税抜）
◎高齢者肺炎球菌ワクチン（キャップバックス筋注シリンジ）
　組合員12,600円（税抜）、未組合員13,900円（税抜）

虹虹
のの
投
書
箱

投
書
箱８

月
～
２
月

８
月
～
２
月

３月22日　南石川支部　27人３月22日　南石川支部　27人４月10日　田舎館支部　22人４月10日　田舎館支部　22人

４月７日　目屋支部　９人４月７日　目屋支部　９人
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《ヒント》（５文字）
―精神は若さを保つ
ヒケツです

応
募
方
法

▼
と
き
方
＝
カ
ギ
に
従
っ
て
マ
ス
目
を
う
め

て
下
さ
い
。
二
重
の
枠
の
中
に
入
っ
た
文

字
を
う
ま
く
つ
な
げ
る
と
ひ
と
つ
の
言
葉

（
答
え
）
に
な
り
ま
す
。

▼
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
で
パ
ズ
ル
の
答
え
と
、

「
興
味
を
感
じ
た
記
事
」
や
、「
日
頃
の

想
い
、
身
の
ま
わ
り
の
こ
と
」
を
ご
記
入

下
さ
い
。
お
た
よ
り
は
一
部
紙
面
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

組
合
員
の
ご
家
族
の
方
も
応
募
で
き
ま
す
。

　
（
紙
上
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）

▼
締
切
日
５
月
10
日
必
着
。
正
解
者
か
ら
10

人
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
を
お
贈
り
し
ま
す
。

▼
送
り
先　

〒
０
３
６

－

８
０
４
５

　

弘
前
市
野
田
２
丁
目
２
の
１

　

津
軽
保
健
生
協
・
健
康
パ
ズ
ル
係

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

kenkou@
tsugaru-health.coop

第
755
号
（
４
／
１
付
）
パ
ズ
ル
の

正
解
「
オ
ハ
ナ
ミ
＝
お
花
見
」

ユ

ハ
ツ
ケ

メ
ン
ル
イ

ミ

ガ

ト

イ
ス
ト
リ

ナ
カ
ミ

オ
抽
選
で
次
の
10
名
の
方
に
Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。

（
敬
称
略
）

（
弘　

前　

市
）�

小
笠
原
理
恵

�

小
川　

貴
弘

�

中
田　

智
子

�

藤
田　
　

恵

（
青　

森　

市
）�

天
内
美
菜
子

（
平　

川　

市
）�

今
井
千
雅
子

�

成
田　

綾
乃

（
つ
が
る
市
）�

三
浦　

信
子

（
板　

柳　

町
）�

成
田
美
智
子

（
鶴　

田　

町
）�

石
村　

純
子

《
タ
テ
の
カ
ギ
》

２
ホ
ッ
と

―
つ
く

３

―
箱
。
ご
ち
そ
う
が
何
段
も
詰
め
ら
れ
ま
す

４
五
月
人
形
で
、
ひ
げ
も
じ
ゃ
の
魔
除
け
の
神
様

５
〝
い
ず
れ

―
か　

か
き
つ
ば
た
〟

《
ヨ
コ
の
カ
ギ
》

１
人
に
伝
わ
る
う
ち
に
、
話
に
こ
れ
が
つ
い
て
大
き

く
な
る
こ
と
も

４
〝

―
に
交
わ
れ
ば
赤
く
な
る
〟

５

―
週
間
。
５
月
10
日
か
ら
で
す

６
九
谷

―
。

―
芋

７

―
シ
ッ
プ
。
子
供
を
育
て
る
の
に
大
事
で
す

パ
ズ
ル
の
答
え

パ
ズ
ル
の
答
え

青
森
市　

村
昆
布　

青
森
市　

村
昆
布　

　
「
お
花
見
」
で
す
。
転
職

し
、
少
し
ゆ
と
り
も
出
来
、

今
年
は
色
々
な
と
こ
ろ
で
お

花
見
し
た
い
で
す
。

白
鳥
の
群
れ

白
鳥
の
群
れ

板
柳
町　

ニ
ャ
ン
ば
あ　

板
柳
町　

ニ
ャ
ン
ば
あ　

　

３
月
下
旬
、
空
を
見
上
げ

た
ら
10
数
羽
の
白
鳥
の
群

れ
。
今
年
最
後
と
思
い
、
思

い
っ
き
り
手
を
振

り
「
ま
た
来
年
待
っ

て
い
る
よ
～ 

！ 

」

と
お
別
れ
。
春
を

感
じ
た
と
思
っ
た

ら
も
う
お
花
見
の

季
節
。
年
々
早
く

な
っ
た
桜
の
開
花
。

春
は
短
く
、
夏
は

長
く
な
っ
ち
ゃ
う

の
か
な
あ
～ 

？

す
ご
く
元
気

す
ご
く
元
気

平
川
市　

葛
西
祐
美

平
川
市　

葛
西
祐
美

　
「
健
康
」
の
手
配

り
さ
ん
に
お
会
い

し
ま
し
た
。
お
話

を
し
て
み
た
ら
80

代
だ
そ
う
で
す
。

す
ご
く
元
気
な
方

で
、
手
配
り
で
歩

い
て
い
る
の
が
健

康
法
と
の
こ
と
で

し
た
。
車
ば
か
り

で
な
く
歩
い
て
み

る
の
も
い
い
な
と

思
い
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
回
復

こ
こ
ま
で
回
復

平
川
市　

奈
良　

喬
（

平
川
市　

奈
良　

喬
（
7878
）　）　

　

１
月
の
定
期
検
診
で
健
生

病
院
へ
行
っ
た
ら
「
骨
が
完

全
に
く
っ
つ
い
た
の
で
、
今

後
は
通
院
の
必
要
な
し
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
。
入
院
中
・

通
院
中
は
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
日
常
の
歩
行
も

杖
な
し
で
や
っ
て
い
ま
す
。

よ
く
こ
こ
ま
で
回
復
し
た
と

自
分
で
も
び
っ
く
り
し
て
い

ま
す
。

思
い
出
す
お
花
見

思
い
出
す
お
花
見

平
川
市　

ち
っ
ち
ゃ
ん　

平
川
市　

ち
っ
ち
ゃ
ん　

　

出
身
が
弘
前
城
の
す
ぐ
近

く
だ
っ
た
の
で
、
小
・
中
・

高
と
も｢

観
桜
会
」
の
時
は

期
間
中
、
サ
ー
カ
ス
や
出
店

の
音
が
に
ぎ
や
か
で
勉
強
も

手
に
つ
か
な
く
ウ
キ
ウ
キ

ム
ー
ド
で
し
た
。
半
世
紀
以

上
前
の
、
ま
だ
可
愛
い 

？  

ち
っ
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
頃
の
思

い
出
で
す
。雪

室
り
ん
ご

雪
室
り
ん
ご

青
森
市　

村
田
育
子

青
森
市　

村
田
育
子

　

昨
年
、
雪
室
り

ん
ご
に
挑
戦
し
て

み
ま
し
た
。
今
年

は
雪
溶
け
が
早
く

箱
が
見
え
て
来
て
、

急
い
で
取
り
出
し

食
べ
て
み
ま
し
た
。

と
て
も
美
味
で
し

た
。
今
年
も
が
ん

ば
ろ
う
。

今
年
は
行
こ
う

今
年
は
行
こ
う

弘
前
市　

山
﨑
敦
子

弘
前
市　

山
﨑
敦
子

　

職
場
で
の
健
診

で
、
Ｒ
６
年
ま
で

は
健
生
病
院
で
受

け
て
い
た
ん
で
す

が
、
仕
事
を
辞
め

て
か
ら
は
国
保
に

な
り
義
務 

？ 

で
も

な
く
な
っ
た
の
で
、

行
っ
て
な
か
っ
た

の
で
す
が
、「
健
診

の
取
り
組
み
」
を

読
ん
で
、
今
年
は

行
こ
う
と
思
い
ま

し
た
。

お
花
見
ラ
ッ
シ
ュ

お
花
見
ラ
ッ
シ
ュ

弘
前
市　

外
崎
て
る
子　

弘
前
市　

外
崎
て
る
子　

　

昨
年
の
支
部
総
会
に
参

加
。
満
開
の
時
期
に
あ
た
り

記
憶
に
残
る
花
見
で
し
た
。

岩
木
山
の
ふ
も
と
で
弁
当
を

食
べ
る
行
事
で
し
た
が
、
山

の
方
は
ま
だ
薄
い
ピ
ン
ク
の

状
態
で
、
公
園
は
満
開
で
し

た
。

感
謝
し
て
ま
す

感
謝
し
て
ま
す

弘
前
市　

野
村
由
美
子　

弘
前
市　

野
村
由
美
子　

　

職
場
へ
Ｊ
Ｒ
を
使
っ
て
通

い
、
車
中
で
パ
ズ
ル
を
解
い

て
い
ま
す
。
ま
た
「
健
康
」

で
病
院
の
様
子
も
伺
え
て
有

効
利
用
し
て
い
ま
す
。「
健

康
」
は
近
所
の
方
が
配
布
し

て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
お
礼
を
申
し
上

げ
た
く
て
…
。
こ
れ
か
ら
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。花

粉
症
対
策

花
粉
症
対
策

青
森
市　

鎌
田
ト
キ
子　

青
森
市　

鎌
田
ト
キ
子　

　

３
月
中
旬
過
ぎ
か
ら
、
鼻

水
、
涙
、
く
し
ゃ
み
が
止
ま

ら
ず
大
変
で
す
。
耳
鼻
科
に

行
っ
て
周
り
の
人
た
ち
を
見

る
と
み
ん
な
花
粉
症
で
Ｔ
Ｖ

に
入
っ
て
い
て
、
今
年
は
１

番
多
い
そ
う
で
す
。
早
め
に

耳
鼻
科
に
行
く
の
が
安
全
で

す
。今

ど
き
の
お
名
前

今
ど
き
の
お
名
前

つ
が
る
市　

つ
が
る
市　

8484
歳
バ
バ
Ｐ　

歳
バ
バ
Ｐ　

　

す
く
す
く
エ
ン
ジ
ェ
ル
を

楽
し
く
見
て
い
ま
す 

！ 

名
前
が
難
し
く
、
80
過
ぎ
の

私
に
は
漢
字
の
勉
強
に
な
り

ま
す 

！ 

こ
れ
か
ら
も
継
続

を 

！休
日
は
楽
し
く

休
日
は
楽
し
く

弘
前
市　

こ
こ
ま
ま　

弘
前
市　

こ
こ
ま
ま　

　

人
事
異
動
が
あ
り
、
初
め

て
の
仕
事
に
な
り
ま
し
た
。

周
り
の
人
の
力
も
借
り
な

が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す 

！ 

休
日
は
子
供
た
ち
と

た
く
さ
ん
お
出
か
け
し
て
楽

し
ん
で
過
ご
す
ぞ
ー 

！！

傘
寿
ま
で

傘
寿
ま
で

弘
前
市　

ケ
イ
コ
と
マ
ナ
ブ　

弘
前
市　

ケ
イ
コ
と
マ
ナ
ブ　

　

古
希
に
な
っ
た
の
を
記
念

し
て
「
10
年
卓
上
日
誌
」
を

買
い
ま
し
た
。
傘
寿
ま
で
心

も
体
も
元
気
で
暮
ら
せ
る
よ

う
に
、
日
々
努
力
で
す
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ  

！！

鶴
田
町　

石
村　

純
子　

鶴
田
町　

石
村　

純
子　

　

月
に
２
回
、
社
協
の
カ
ラ

オ
ケ
に
参
加
し
て
ま
す
。
新

し
い
カ
ラ
オ
ケ
の
機
械
に
な

り
、
ま
す
ま
す
楽
し
く
な
り

ま
し
た
。
心
も
体
も
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
の
ひ
と
と
き
で

す
。オ

ハ
ナ
ミ
が
楽
し
み

オ
ハ
ナ
ミ
が
楽
し
み

弘
前
市　

田
村　

恵
子　

弘
前
市　

田
村　

恵
子　

　

天
気
は
毎
日
の
よ
う
に
変

わ
り
、
物
価
は
と
て
も
高
く

な
っ
て
大
変
で
す
が
、
オ
ハ

ナ
ミ
の
季
節
で
す
。
楽
し
ん

で
、
健
康
に
は
気
を
つ
け
て

１
年
を
過
ご
し
た
い
で
す
。

め
ん
こ
い
じ
ゃ
～

め
ん
こ
い
じ
ゃ
～

平
川
市　

石
塚　

諭　

平
川
市　

石
塚　

諭　

　

３
月
に
甥
っ
子
が
誕
生
し

ま
し
た
。
め
ん
こ
い
じ
ゃ
～

♡　

健
康
に
す
く
す
く
お
が

り
ま
す
よ
う
に
♡
♡

大
雪
が
消
え
て

大
雪
が
消
え
て

弘
前
市　

小
野
寺
妙
太
郎　

弘
前
市　

小
野
寺
妙
太
郎　

　

大
雪
の
冬
か
ら
、
桜
の
季

節
に
。
あ
の
厳
し
さ
を
過
ご

し
た
か
ら
、
い
っ
そ
う
楽
し

み
が
増
し
ま
す
。

Ａ
Ｉ
対
応
は

Ａ
Ｉ
対
応
は  

？？

弘
前
市　

對
馬　

玲
子　

弘
前
市　

對
馬　

玲
子　

　

先
日
久
し
ぶ
り
で
健
診
を

受
け
て
き
ま
し
た
。
Ａ
Ｉ
対

応
の
電
話
は
私
の
訛
り
に
対

応
で
き
ず
何
度
も
聞
き
返
さ

れ
、
心
が
折
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
職
員
の
方
の
対
応
は

す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

Ａ
Ｉ
で
健
診
予
約

Ａ
Ｉ
で
健
診
予
約

弘
前
市　

小
川　

貴
弘　

弘
前
市　

小
川　

貴
弘　

　

仕
事
上
、
お
客
様
か
ら
の

電
話
問
い
合
わ
せ
が
多
く
、

時
間
が
取
ら
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
の
分
、
Ａ
Ｉ
予
約
で

皆
さ
ん
の
お
仕
事
が
進
め
ば

良
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

藤
崎
町　

せ
っ
ち
ゃ
ん　

藤
崎
町　

せ
っ
ち
ゃ
ん　

　

昨
年
の
10
月
に
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
の
球
根
を
植
え
ま
し

た
。
大
雪
が
徐
々
に
溶
け
、

庭
を
見
た
と
こ
ろ
12
個
ほ
ど

芽
が
伸
び
て
き
ま
し
た
。
咲

く
の
が
楽
し
み
で
す
。

畑
デ
ビ
ュ
ー

畑
デ
ビ
ュ
ー  

！！

平
川
市　

北
山
智
恵
子　

平
川
市　

北
山
智
恵
子　

　

雪
が
と
け
た
の
で
、
そ
ろ

そ
ろ
畑
仕
事
の
ス
タ
ー
ト
で

す
。
畑
仕
事
２
年
目
の
初
心

者
で
す
。
毎
週
日
曜
、
89
歳

の
父
と
畑
に
行
く
の
が
楽
し

み
に
な
り
ま
し
た
。

原
油
高
、
物
価
高

原
油
高
、
物
価
高

青
森
市　

鈴
音　

青
森
市　

鈴
音　

　

組
合
員
バ
ス
が
い
つ
も
通

り
に
来
て
く
れ
る
の
が
嬉
し

い
。
原
油
高
、
物
価
高
の
中

助
か
る 

！　

新
し
く
、
絵

手
紙
の
講
座
始
め
ま
し
た
。

看護師を目指す方への奨学金制度
給付金額（月額） ① 50,000円以内

② 75,000円
③ 100,000円

返済条件 卒業後、青森民医連に加盟する事業所で勤務することで
返済が免除されます。
① 貸与期間と同期間就労にて免除
② 貸与期間の1.5倍期間の就労にて免除
③ 貸与期間の2.0倍期間の就労にて免除

詳しくは【津軽保健生活協同組合　看護介護部　看護学生担当】までお問い合わせください。
☎0172-33-7515

高校生看護体験
・看護師の仕事に興味のある高校生が対象
・春休み・夏休み・冬休み期間に実施

「人や地域に優しい看護師」を「人や地域に優しい看護師」を
目指してみませんか？目指してみませんか？
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＜材料＞
15cm ×10.5cm ×3.3cm の器２皿分
アスパラ４本　ミニトマト２個
むきえび４尾　玉ねぎ１個
バター５ｇ　絹豆腐1丁（400ｇ）
Ａ（味噌大さじ１　マヨネーズ大さじ１）
ピザ用チーズ20ｇ
＜作り方＞
❶ミニトマトを４等分に切る。むきえ
びは背ワタを取る。
❷アスパラは根元の硬い部分を落とし
５cmの斜め切り、玉ねぎは薄切りする。
アスパラは電子レンジ600W で２分加
熱し柔らかくする。
❸フライパンにバターを入れ、中火に

かける。バターが溶けたら❷を入れ、
玉ねぎがしんなりするまで炒める。
❹絹豆腐はクッキングペーパーでつつ
み、電子レンジ600W で３分加熱して
新しいクッキングペーパーで水気を拭
いておく。
❺❹とＡの調味料をボウルに入れ、泡
立て器等で滑らかになるまで混ぜ合わ
せる（フードプロセッサーで混ぜても
良い）。
❻❸と❺を軽く和え、耐熱皿に入れる。
❶のミニトマトとむきえび、ピザ用
チーズをのせてオーブントースターで
10〜15分焼き、チーズに焼き色がつ
いたら出来上がり。

アスパラに豊富なアスパラギン酸や豆腐のビタミンB1は
疲労回復に効果的です。

☆献立紹介…
健生病院管理栄養士

佐藤　愛良

１皿分　エネルギー　327kcal　塩分　1.2g

アスパラの和風豆腐グラタン

　　　　やっぱり班会はいいね！
　班会は、お友達や近所の仲間同士など、組合員３人以上が集まって楽しく活動する場です。
健康チェックや体操、料理教室、ものづくり、レクなど、組合員が関心のあることを自主的に
計画し活動しています。また、楽しくおしゃべりをすることで新たな「つながり」をつくる
こともでき、参加者の生きがいになっています。
　これから２～３回程度の連載を通し、皆さんに班会の魅力をお伝えできればと思います ✨

まだ班会に参加されたことがない皆さん、これを機に仲間同士で班会をはじめてみませんか？

　
「
ひ
さ
し
ぶ
り
～
！
」「
元

気
で
ら
が
～
？
」　
猛
吹
雪

の
な
か
、
集
ま
っ
て
き
た
組

合
員
た
ち
が
顔
を
合
わ
せ
た

と
た
ん
、
笑
顔
、
笑
顔
、
笑

顔
が
広
が
り
ま
し
た
。
２
０

２
６
年
１
月
新
年
早
々
班
会

を
開
い
た
の
は
、
岩
木
山
の

ふ
も
と
常
盤
野
に
展
開
す
る

常
盤
野
班
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
の
後
、
な
か
な
か

班
会
が
開
け
な
い
ま
ま
時
間

が
経
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

春
か
ら
雪
が
降
る
ま
で
ブ
ラ

ン
ド
品
と
し
て
有
名
な
嶽
き

み
の
作
業
に
追
わ
れ
る
生

活
。
し
か
も
最
近
は
、
サ
ル

や
ク
マ
の
心
配
が
つ
き
な
い

地
域
で
す
。
こ
の
日
は
尿
検

査
。
目
の
前
に
自
分
の
検
査

結
果
が
で
て
、
さ
ら
に
仲
間

の
結
果
と
そ
れ
ぞ
れ
く
ら
べ

て
、
大
い
に
話
が
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　
ひ
き
つ
づ
き
３
月
５

日
に
は
便
検
査
で
班
会

を
開
き
ま
し
た
。
組
合

員
５
名
と
猫
１
匹
の
参

加
（
写
真
）
で
す
。

　
み
な
さ
ん
に
班
会
に

つ
い
て
聞
い
て
み
ま
し

た
。「
健
康
チ
ェ
ッ
ク

で
自
分
の
体
の
状
態
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
」

「
班
会
は
健
康
に
つ
い

て
考
え
る
、
と
て
も
良
い
機

会
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
「
冬
季
間
は
豪
雪
で
外

に
出
る
機
会
が
な
か
な
か
な

い
が
、
班
会
に
来
れ
ば
、
い

い
気
分
転
換
に
な
る
」「
班

会
は
気
持
ち
が
や
す
ら
ぐ
ひ

と
と
き
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
班

会
の
メ
リ
ッ
ト
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
手
配
り
さ
れ
て

い
る
機
関
紙
「
健
康
」
に
つ

い
て
も
「
い
ろ
い
ろ
な
組
合

員
の
声
が
載
っ
て
い
て
、
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
の
感
想
も
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。

　
４
月
か
ら
も
う
嶽
き
み
の

作
業
が
始
ま
り
、
忙
し
く

な
っ
て
い
る
総
代
の
崎
野
り

つ
さ
ん
は
「
班
会
は
な
ん
と

し
て
も
開
い
て
い
き
た
い
。

雪
の
前
の
12
月
に
、
そ
の
あ

と
１
月
、
２
月
、
３
月
に
も

予
定
し
た
い
」
と
話
し
ま

す
。
班
会
は
み
ん
な
の
「
居

場
所
」
で
す
。

�
（
理
事
・
佐
藤　
久
）

井上　壬
み は る

晴ちゃん
健やかで元気いっぱいな

子に育ちますように

季節の花を咲かせます
　五中支部が４月11日、10人の参加で、
健生病院の花壇の手入れをして、新たに
花株を植えました。季節の花が病院に来る
皆さんを楽しませることでしょう。

武田　妃
き い ら

蘭ちゃん
健康に育ってね～ !! ♡

須藤　紅
く れ は

羽ちゃん
いつもニコニコ

元気に育ってね！

小笠原　彩
あ や と

人ちゃん
笑顔がすてきな子に

なってね !!

田澤　那
な ち

千ちゃん

工藤　夕
ゆ う な

奈ちゃん
お姉ちゃんと仲良くね !!

やさしい子になってね！

成田　弦
げ ん せ い

晟ちゃん
いっぱい食べて

大きくなってね !!!

連 載

 

岩
木
支
部

気
持
ち
が
や
す
ら
ぐ
ひ
と
と
き

常
盤
野
班　
　
４
／
12


